
京都市小学校教科書選定委員会 答申 

 

生活科について、以下の観点に基づき、発行社ごとに教科書を調査・研究した。 
 
選定の観点 

１ 基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工夫・配慮がされていること。 

 

２ 習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな言語活動が展開しやすいな

ど、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう工夫・配慮されていること。 

 

３ 児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める工夫・配慮がなされ、さ

らに、学んだことを活用した発展的な学習が展開しやすいこと。また、ICT機器の活用も含め、

個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。 

 

４ 具体的な活動や体験を通して、自立し、生活を豊かにしていくための資質・能力の育成に向

け、身近な生活に関わる見方・考え方を生かした学習活動が展開しやすいこと。 

 

５ 生活上必要な習慣や技能を育てることなどが適切に配慮されるとともに、地域の伝統行事等

を通じた四季の変化や自分と身近な人々、社会及び動物や植物等の自然との関わりに関する教

材や活動が適切に取り上げられていること。 

 

６ 単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視点から他教科等や現代

的な教育諸課題との関連、また就学前の体験との関連や家庭・地域との連携について工夫・配

慮されていること。 

 

７ 基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極的に取り上げられ、人権教育

や道徳教育の推進に向けて工夫や配慮がされていること。 

 

８ 表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使いやすいことに加え、ユニバ

ーサルデザインの観点から文字の大きさ、見えやすい色の使用及び紙面の構成等について配慮

がなされており、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生紙の使用や

環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされていること。  
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生活科 

 

調査研究の結果の概要 

 

■東京書籍「新しい生活」 

児童の発達段階に配慮した身近で取り組みやすい学習活動や教材が取り上げられている。単元冒

頭で活動写真を載せることで、児童の学習への意欲を引き出し、学習を進める中で、話し合いや協

力をしあうことで、気付きの質が高まる姿を具体的に示した「学びをふかめる」のコーナーが設定

されており、気付きを引き出す工夫がされている。 

表現や交流をする方法や様子を、学習活動の流れに合わせて分かりやすいイラスト等で例示し、

試行錯誤や児童同士の交流を促すことで、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう工夫さ

れている。 

学習のめあてなどの提示箇所を統一してレイアウトし見やすくすることで、見通しをもちやすく、

季節のまとまりごとに色分けして学習活動を示することで、季節のまとまりを意識しながら学習す

ることができる構成になっており優れている。 

巻末に、学習や実生活に必要な知識や技能を示した「かつどう べんりてちょう」や身近な生き

物や植物の図鑑を配置し、生活上必要な習慣や技能を育み、知識を習得できるように配慮されてい

る。また、街並みの様子を四季ごとに同一定点で描写するなど、四季の変化や社会及び動物や植物

等の自然との関わりが適切に提示されている。 

上巻冒頭では、幼児期の経験を生かす活動を例示、下巻では中学年での社会科、理科、総合的な

学習の時間との接続を意識した学習活動が配置されており、就学前の経験や他学年との連携によく

配慮されている。 

 

■大日本図書「たのしいせいかつ」 

 児童の身近にあるものを学習対象とし、実生活との関連を意識できる題材が設定されており、登

場人物等のセリフなどから、思考を促したり、気付きを引き出したりする工夫がなされている。 

 イラスト等の児童のつぶやきや会話を多数掲載することで試行錯誤を促し、単元の振り返りでは、

多様な表現方法や発信の仕方について具体的に教室の様子を交えながら例示することで、思考力・

判断力・表現力等の育成につながるよう工夫されている。 

 見開きごとに活動内容が整理され、何をすればよいのかが分かりやすく示されており、学習の見

通しがもちやすい工夫がされている。また、単元末の振り返りでは、自分の考えを記載する欄が、

発達段階を踏まえた内容で設定され、活動を通して得た満足感や成就感を実感できる工夫がされて

いる。 

巻末に、学習に必要な知識や技能を示した「がくしゅうどうぐばこ」が設定され、生活上必要な

習慣などを育めるよう配慮されている。季節ごとにその時々に応じた活動が設定されており、季節

に関連した昔遊びや地域の行事、日本固有の風物詩などを取り上げるなど、四季の変化や社会及び
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動物や植物等の自然との関わりが適切に提示されている。 

上巻冒頭では、児童が安心して学校生活や学習に入れるよう学校生活の楽しさや、マナーなどを

提示したページを設定し、幼児期からの連携に配慮されている。 

 

■学校図書「みんなとまなぶ しょうがっこうせいかつ」 

 身近な人々や社会及び自然を題材とし、そのよさ等に気付き、児童の実生活につなげやすいよう

工夫されている。単元冒頭には魅力的な写真などを使った扉ページを設けて児童の学習意欲を引き

出す工夫がされている。 

児童の気付きや思いを多様な表現方法で例示している。状況に応じて、活動を行う際の教室内の

具体的なレイアウトなどを提示し、児童が活動の様子をイメージしやすいように配慮されている。 

各活動が見開きページで完結し、小単元の活動にも見通しが持ちやすく、また、各見開き左上に

は、活動のめあてと子どもの思いや願いをもとにした言葉と、各見開き右下には次の学習へつなが

る言葉が掲載されており、紙面レイアウトや構成でも見通しが持ちやすいよう工夫されている。 

巻末の「せいかつか まなびかたずかん」では、「話す」「聞く」「書く」「考える」などの技能が具

体的に示されており、実生活において活用できる技能や知識を身に付け、児童が主体的に活動を広

げていけるよう工夫がされている。四季の遊びについて、その季節に出会える素材を使った遊びや

行事を掲載し、同一場面の定点描写を掲載するなど、四季の変化や社会及び動物や植物等の自然と

の関わりが適切に提示されている。 

上巻冒頭では、幼児期の経験や活動を提示しながら、小学校への不安を解消するためのページが

設定され、下巻では、「理科へのまど」といった発展的な活動や、３年生から始まる教科を紹介する

ページを設けるなど、就学前の経験や他学年との連携に配慮・工夫がされている。 

 

■教育出版「せいかつ」 

 身近にあるものや場所から、段階に応じて行動範囲が広がるよう単元が構成され、生活科の教科

目標から「６つの力」を抽出してサイコロで表したものをページ左上に示すことで、学習のめあて

がつかみやすいよう工夫されている。 

 各ページにある「？」の問いかけで気付きの質を高める工夫がなされ、各単元末では、試行錯誤

や成長の過程がわかる学習カードなどの例が分かりやすく示されており、児童が試行錯誤する際の

一助になるよう工夫されている。また、付箋を使って整理する活動などの例示や、板書例から思考

の流れが見えるよう工夫され、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう配慮されている。 

親しみやすいキャラクターを登場させ、単元導入の「わくわくスイッチ」、思いや考えを引き出す

「はっけんロード」、試行錯誤を促す「かんがえまとめいろ」、振り返りを助ける「ぐんぐんはしご」

などが設けられ、児童の探究意欲を高め、主体的な学びを促す工夫がされている。 

巻末の「学びのポケット」では、生活科の学習で身につけた、実生活において活用できる資質・

能力を、他教科等の学習でも関連づけられるようアイコンなどでわかりやすく提示し、良く工夫さ

れている。 
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 四季を意識させる問いかけや、伝統文化や行事を掲載したり、季節ごとの同一場面の定点描写を

掲載したりするなど、四季の変化や社会及び動物や植物等の自然との関わりが適切に提示されてい

る。 

上巻巻頭では「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とそれに相当する小学生の姿を同じペー

ジで示し、幼児期の学びが小学校でも活かされるよう工夫され、下巻では３年生の学習を見に行く

活動を設定したり、理科や社会科の学習を紹介したりするなど就学前・中学年との接続に配慮・工

夫がされている。 

 

■信州教育出版社「せいかつ」 

 単元を象徴する写真や挿絵を見開き全面に掲載し、児童の活動意欲を高めるような工夫がされ、

季節の変化とかかわりのある地域の行事などに根差した人・もの・ことの単元や、自然豊かな地域

で、豊富な動植物や地域の伝統行事等に関わりながら体験と表現を重ねる単元など、活動の楽しさ

や満足感につながるように工夫されている。また、地域の慣習や行事に目を向けた活動や資料を豊

富に掲載し、地域に密着した人・もの・ことを取り入れ、ふるさとへの愛着を深められるよう意識

されているが、特定の地域や環境に限定されるものであり、本市での生活体験から乖離しているた

め、実感を持った学習が進めにくい。 

 児童の思いや願いから単元が始まり、友達同士の学び合いや情報交換へと学習が展開するよう児

童が対話しているイラスト等で掲示し、伝え合いや交流を促す工夫がされている。一方で、思考を

促す活動はみえにくいため、児童の試行錯誤する意欲を促し、思考力・判断職・表現力等の育成に

つながる配慮や工夫が弱い。学習内容を家庭生活等に生かせるような写真やイラストを掲載してい

るが、発展的な学習活動を促す工夫は少ない。 

学習内容に即して、イラストやセリフで、安全面での配慮事項や挨拶、話し方などが具体的に示

され、生活上必要な習慣や技能に関する教材や活動が用意されている。 

就学前の接続への配慮として、上巻の冒頭には、新しい環境に少しずつ馴染みながら遊んだり学

んだりし、スムーズに学校生活へ入れるよう、写真や吹き出し等で示すなど、就学前の接続に配慮

されている。 

 

■光村図書出版「せいかつ たんけんたい」 

 単元を通して身近な対象について取扱い、教材写真がダイナミックに配置されているなど、興味・

関心を高める工夫がされている。子どもの飾らない姿や本音が散りばめられたユニークなイラスト

コラムが設定され、内容に共感し、身近に感じることで、自らの学習に取り入れたり学習内容を実

生活とつなげて活かしたりできるよう工夫されている。 

 各単元に「学び方のヒント」を設け、試行錯誤を促す工夫がされており、学習過程が見える写真

とセリフから、学びを深めていく過程や、多様な表現方法を用い他者と伝え合ったり振り返ったり

している児童の交流活動が多く例示され、児童がイメージをもって活動にあたることができ、思考

力・判断力・表現力の育成につながるよう工夫がされており、優れている。 
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小単元ごとに「感情」と「思考・態度」両方の面から学習を振り返る、「ふりかえろう」のコーナ

ーが設けられ、児童が自身の思いを適切に表現できるよう、多様な表現方法を詳しく紹介すること

で、発展的な学習が展開しやすいように工夫されている。 

単元の導入では今までの経験を取り入れることで、スムーズに学習に入る工夫がされており、導

入・展開・振り返りの３段階で単元を構成し、子どもの表情豊かな写真やセリフを多用し、学習過

程をわかりやすく提示することで、児童が見通しを持ちやすいよう、よく工夫されている。身近な

対象・活動などに、繰り返しかかわることで体験活動が充実するよう配慮されており、学習を通し

て満足感や成就感を感じられる工夫がされている。 

別冊の「ひろがるせいかつじてん」では、実生活において活用できる技能や知識を身に付け、児

童が主体的に活動を広げられるよう工夫がされている。四季ごとの同一場面の定点描写を掲載し、

伝統行事や季節の行事、古くから伝わる遊びを掲載するなど、四季の変化や社会及び動物や植物等

の自然との関わりが適切に提示されている。 

上巻冒頭に、子どもが安心し、自信をもって学校生活を始められるよう、「いちねんせいがはじま

るよ」の設定、中学年以降の理科や社会科などの学習に結び付けられる単元・活動の設定など、就

学前の経験や他学年との連携に配慮・工夫がされている。 

 

■新興出版社啓林館「せいかつ」 

 児童の生活圏が学習の対象や場として設定され、身近なものから好奇心や探求心を高め、「びっ

くりずかん」など、多様な資料の掲載、キャラクターや児童・教師の豊富なセリフを色分けするな

ど、気付きの質を高める配慮がされており、優れている。 

 単元の導入で学習のめあてなどを提示し、児童の気付きから思いや願いの実現に向けて多様な活

動例が設定され、試行錯誤を促す工夫がされている。また、多様な表現活動や交流活動が掲載され、

児童が活動に対しイメージを持ちやすいよう具体的な教室の様子を例示するなど、思考を深め豊か

な表現力が身に付くよう工夫されている。 

 単元の導入は、単元扉と「わくわくタイム」で始まり、単元全体は、導入の「わくわく」、主たる

活動の「いきいき」、振り返りの「ぐんぐん」の３段階で構成され、インデックスのようなレイアウ

ト・色分けがされ、視覚的にも見通しが持ちやすくなっており、優れている。活動がステップアッ

プする際には、次の活動に向けての思いや願いを例示した「めくり言葉」を右下に掲載し、単元の

まとめに「ひろがるきもち」のコーナーを設け、単元を通して学びが連続的・発展的に深まり、成

就感がもてるよう工夫されている。 

 巻末には、「がくしゅうずかん」が設けられ、児童が学習活動や実生活で活用できる技能や知識を

身に付けられるよう工夫されている。四季ごとの同一場面の定点描写を掲載し、各季節の行事や各

地の祭、旬の食材を掲載し、四季の変化や社会及び動物や植物等の自然との関わりが適切に提示さ

れている。 

上巻冒頭に幼児教育施設の職員と小学校教員とで共同制作し、双方の視点を取り入れた「すたあ

とぶっく」が設けられ、下巻の巻末「ステップブック」では振り返る活動とともに３年生での学習
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活動を明示するなど、就学前の経験や他学年との連携によく配慮されている。 

 

※詳細の結果・データは、観点別資料及び観点別・視点別評価資料に記載。 
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生活科 観点別・視点別評価

東京書籍 大日本図書 学校図書 教育出版 信州教育 光村図書 啓林館

1 気付きを引き出す活動や視点の提示 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

2 学習内容と実生活の関わりの重視 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

1 試行錯誤や繰り返す活動の適切な設定 ○ ○ ○ ○ △ ◎ ○

2 伝え合い交流する展開や場の設定の工夫 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 探究意欲を高め、主体的・対話的に学ぶための工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 発展的な学習活動を促すための工夫 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

3 ＩＣＴ機器を活用するなど、個別最適な学びと協働的な学びを展開するための工夫 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

1 学習の見通しを持たせるための工夫 ◎ ○ ○ ○ △ ◎ ◎

2 楽しさや満足感、成就感を感じられる主体的・対話的な活動や体験の充実 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

1 生活上必要な習慣や技能に関する教材や活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 身近な人々や自然、四季の変化に関する教材や活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 他教科や教育課題等との関連 ○ ○ ○ ◎ △ ○ ○

2 就学前の体験との関連や他学年との接続 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

3 家庭・地域との連携 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

1 人権教育の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 道徳教育の推進 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

1 文章や写真、図表等の適切さ、正確性、使いやすさの工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ユニバーサルデザインの視点 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 装丁や編集の適切さ、堅牢性の工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 用紙、インク等の環境面への配慮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3

　児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める
工夫・配慮がなされ、さらに、学んだことを活用した発展的な学習が
展開しやすいこと。また、ICT機器の活用も含め、個別最適な学びと
協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。

「◎」優れている　　　「○」標準的　　　「△」やや劣る

選定の観点 選定の視点

1
　基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工
夫・配慮がされていること。

2
　習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな
言語活動が展開しやすいなど、思考力・判断力・表現力等の育成に
つながるよう工夫・配慮されていること。

8

　表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使い
やすいことに加え、ユニバーサルデザインの観点から文字の大きさ、
見えやすい色の使用及び紙面の構成等について配慮がなされてお
り、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生
紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされて
いること。

6

　単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視
点から他教科等や現代的な教育諸課題との関連、また就学前の体
験との関連や家庭・地域との連携について工夫・配慮されているこ
と。

4
　具体的な活動や体験を通して、自立し、生活を豊かにしていくため
の資質・能力の育成に向け、身近な生活に関わる見方・考え方を生
かした学習活動が展開しやすいこと。

7
　基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極
的に取り上げられ、人権教育や道徳教育の推進に向けて工夫や配
慮がされていること。

　生活上必要な習慣や技能を育てることなどが適切に配慮されるとと
もに、地域の伝統行事等を通じた四季の変化や自分と身近な人々、
社会及び動物や植物等の自然との関わりに関する教材や活動が適
切に取り上げられていること。

5
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【生活】観点別資料 

 

【選定の観点１】   

基礎的・基本的な知識・技能の内容の確実な習得を図るための工夫・配慮がされていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○児童や教師の発言やキャ

ラクターの吹き出し等、気付

きや思考のヒントを豊富に

掲示するとともに、「学びを

ふかめる」では、児童が話し

合う姿を通して、自身の気付

きを確かなものとしたり、関

連付けたりなど、気付きの質

が高まる姿を具体的に示し、

優れている。 

○児童の発達段階に配慮し

た身近で取り組みやすい学

習活動や教材が重点的に取

り上げられており、学習を活

かして、生活を楽しくできる

よう工夫されている。 

 

○児童やキャラクターの発

言を通して、気付きのヒント

を与えたり、思考を促したり

するなど、体験や活動の過程

で自分自身や身近な人々、社

会や自然の特徴・よさ等に気

付くことができるよう工夫

されている。 

○低学年児童にとって無理

のない状況設定の中で、生活

圏にあるものを学習対象と

し、単元の導入では、子ども

の思いや願いを基に学習が

スタートすることで、身近な

人々とのかかわりが生まれ

たり、継続して飼育栽培した

りなど、実生活との関連を意

識できるよう工夫されてい

る。 

○児童やキャラクターの発

言を通して、気付きのヒント

を与えたり、思考を促したり

するなど、活動や体験の過程

で自分自身や身近な人々、社

会及び自然の特徴のよさ等

に気付くことができるよう

工夫されている。 

○実生活につなげやすいよ

う、単元の学習段階に応じ

て、複数の素材や教材、具体

例を示すなど、地域や学校の

環境、児童の実態・興味に応

じて活用できるよう配慮さ

れている。 

 

 

○生活科の教科目標から「６

つの力」を抽出してサイコロ

で表したものをページ左上

に示すことで、学びの視点を

提示し、学習のめあてをつか

みやすくする配慮・工夫がさ

れている。 

○校内から地域へと活動の

場所を広げたり、諸感覚を使

った自然体験を行ったりす

るなど児童の行動範囲が広

がるよう工夫されている。 

 

○単元の中で、登場人物の吹

き出しが複数提示され、自分

自身や身近な人々、社会及び

自然の特徴やよさ等に気付

かせるための配慮がされて

いる。 

○地域の習慣や行事に目を

向ける活動や資料が示され

ているが、特定の地域や環境

に限定されるものであり、本

市での生活体験から乖離し

ているため、実感を持った学

習がしづらい。 

○児童が身近な対象につい

て、興味・関心を高められる

よう、これまでの経験を想起

し、活動の見通しをもてる問

いかけが用意されていたり、

身近な学習材の写真がダイナ

ミックに配置されていたりす

るなど、優れている。 

○子どもの本来の姿や本音

が散りばめられたユニーク

なイラストコラムがページ

右に設定されおり、内容に共

感し、身近に感じることで、

学習内容を実生活とつなげ

て活かせるよう工夫されて

いる。 

○「びっくりずかん」や「デ

ジタルたんけんブック」には

多様な資料が掲載されてお

り、自然など、身近なものか

ら好奇心や探求心を高め、気

付きの質を高める配慮がな

されている。キャラクターや

児童・教師のセリフが豊富に

あり、吹き出しを色分けする

など、気付きにつながる工夫

がされており、優れている。 

○児童の生活圏が学習の対

象や場として設定され、体全

体で身近な環境に直接働き

かける創造的な学習活動が

行えるよう工夫されている。 
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【選定の観点２】 

 習得した知識・技能を活用した問題発見・解決的な学習や豊かな言語活動が展開しやすいなど、思考力・判断力・表現力等の育成につながるよう工夫・配慮されてい

ること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○ページ下部に配置されて

いる「学びのプロセス」にイ

ラストを用いて児童が生活

科の「見方・考え方」を生か

しながら学習を進めている

姿が学習活動の流れに沿っ

て具体的に示されるなど、児

童が試行錯誤しながら思い

や願いを実現する構成にな

っており、工夫されている。 

○具体的に表現活動のイメ

ージがもてるよう、多様な表

現方法が写真やイラストで

紹介され、分かりやすい。 

交流の場面では、具体的な板

書や掲示物、机の配置などの

環境構成や児童の交流の様

子がイラスト等で豊富に例

示され、児童が多様な交流の

仕方をイメージすることが

できるようになっており、優

れている。 

○活動の中で児童のつぶや

きや会話が吹き出しで多く

示され、思考を促す活動や試

行錯誤をする際の意欲付け

やヒントになっている。ま

た、「まちたんけん」や「お

もちゃ作り」など、気付きを

高めながら活動を繰り返す

ことができるよう工夫され

ている。 

○気付きの交流の場面では、

具体的な交流の様子がイラ

ストや写真で例示され、振り

返りや整理の場面での多様

な表現方法や、発信の仕方に

ついても多様な方法が紹介

され、交流や伝え合いをして

いる具体的な様子を示すな

ど、児童が活動をイメージし

やすいよう工夫されている。 

 

○単元ごとに４人のキャラ

クターのうちの一人に注目

して、その児童の成長や気付

きの高まりを吹き出しや活

動の様子によって示すとと

もに、「はっけんカード」や

「かんさつ日記」などの学習

カードが連続して例示され、

対象に繰り返し関わり、気付

きを高めていくことができ

るよう工夫されている。 

○単元末の振り返り場面な

どに、児童の気付きや思いを

多様な表現方法で例示して

いる。また、状況に応じて、

活動を行う際の教室内の具

体的なレイアウトなどを提

示し、児童が活動の様子をイ

メージしやすいように工夫

されている。 

 

○各ページにある「？」の問

いかけで気付きの質を高め

る工夫がなされている。ま

た、各単元に「ヒント」のコ

ーナーが設けられ、「見つけ

る」「工夫する」などの学習

活動の視点を示す等、工夫さ

れている。 

○付箋を使って整理する活

動などが例示されていたり、

随所に思考ツールを用いた

板書例があったりと交流中

の思考の流れが見えるよう

配慮されている。また、各単

元の途中と終わりに、２人の

児童がまとめた気付きや思

考、思いがわかるカードなど

が分かりやすく示されてお

り、よく工夫されている。 

 

○写真やイラストなどで具

体的な活動が示されてはい

るが、思考を促す活動が見え

にくく、カードなどの例も乏

しいなど、子どもの試行錯誤

や繰り返して取り組む意欲

を促すための工夫が弱い。 

○児童が対話する様子を表

すイラストでは、文字と児童

の動作や児童の想像内容を

記載して吹き出しなどを併

用して伝え合う内容を想起

させるなど、工夫されてい

る。 

 

○各単元に「学び方のヒン

ト」を設定し、つまずいたと

きや試行錯誤する時に大切

になる考え方とともに、活

動、表現のヒントを示してい

る。また、学習過程が見える

写真とセリフが、どのように

学びを深めていくのかをイ

メージしやすくしており、優

れている。 

○気付いたことや考えたこ

と、楽しかったことなどにつ

いて、言葉、絵、動作、劇化

などの多様な表現方法を用

い、他者と伝え合ったり振り

返ったりしている児童の交

流活動が多く例示されてお

り、工夫されている。 

 

○単元は、導入の「わくわ

く」、主たる活動の「いきい

き」、振り返りの「ぐんぐん」

の３段階で構成され、単元の

導入で「？」を提示し、気付

きをもとに考えるための多

様な活動例が示され、思いや

願いの実現に向けて繰り返

し考えたり表現したりしな

がら、学びを深めていけるよ

う工夫されている。 

○言葉、絵、動作、劇化、 

ＩＣＴ機器の活用など、多様

な表現活動や交流活動が掲

載されており、思考を深め豊

かな表現力が身に付くよう

工夫されている。また、教師

の言葉かけや立ち振る舞い、

板書や机のレイアウトの例

示は具体的で、児童が活動に

対しイメージを持ちやすい

よう工夫されている。 
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【選定の観点３】 

児童が主体的・対話的に学ぶことができるよう、探究意欲を高める工夫・配慮がなされ、さらに、学んだことを活用した発展的な学習が展開しやすいこと。また、ICT

機器の活用も含め、個別最適な学びと協働的な学びを展開しやすいよう工夫・配慮されていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○単元冒頭で、いきいきとし

た児童の活動写真を載せる

ことで、活動や体験への意欲

を喚起するとともに、ページ

下段の「学びのプロセス」を

示した部分では６人の登場

人物の具体的なやりとりや

成長していく姿が示され、子

どもの活動意欲を引き出す

よう工夫されている。 

○「学びをふかめる」コーナ

ーでは、気付きの質が高まる

姿がイラストの児童の発言

等で具体的に示されており、

発展させる手立てとなって

おり、工夫されている。 

○児童の思いや願いに合わ

せて多様な活動例、表現例が

示され、児童の興味関心に応

じて活用できる資料が、教科

書紙面等、豊富に用意されて

いる。また、ＩＣＴ機器の有

効な活用例が随所に掲載さ

れているほか、６人の登場人

物が考えや思いを伝え合う

姿や他者と関わる様子の例

示の仕方が工夫されている。 

○単元冒頭に見開きで、学習

内容を想起させる大胆な構

成の写真を示し、学習意欲を

喚起する工夫さがれている。

また、児童同士の交流場面で

は、次の活動の意欲につなが

るよう体験や表現を繰り返

すように工夫されている。 

○飼育・栽培活動において家

庭での活動を促したり、「や

ってみよう生活科」のページ

では生活科で学んだことを

使ってできる活動を紹介し

たりするなど工夫されてい

る。 

○単元内ではＩＣＴ機器等

の活用例をイラスト等で示

す等工夫している。また、登

場人物が様々な方法で相手

に表現している様子を示し

状況に応じて表現方法を選

択できるように配慮されて

いる。 

 

○単元冒頭には魅力的な写

真・イラストを使った扉ペー

ジを設け、学習意欲を喚起で

きるよう配慮されている。リ

ード文や登場人物のセリフ

などが対話のヒントになっ

ており、児童の意欲を引き出

す手立てとなっている。 

○単元末では「もっと○○し

たい」のコーナーを設け、自

分自身の生活につながるよ

う、さらなる活動・課題をひ

ろげる工夫がなされている。

また、「ものしりノート」「学

び方図かん」等多数の資料が

掲載され、児童が自ら活動を

進める際に活用できるよう

工夫されている。 

○「○○の作り方」「○○の

使い方」など児童の活動を補

助する資料が、紙面や「学び

方図かん」等で用意されてい

る。登場人物が２人組からグ

ループでの対話へ発展する

など協働的な学びを例示し

たり、ＩＣＴ機器を活用する

場面を掲載したりするなど

工夫されている。 

○単元導入の児童の興味を

高める「わくわくスイッチ」

や、単元を貫く「はっけんロ

ード」、試行錯誤を促す「か

んがえまとめいろ」、振り返

りを助ける「ぐんぐんはし

ご」などが設けられ、児童の

探究意欲を高め、主体的な学

びを促す手立てとなってい

る。 

○上下巻を通して親しみや

すいキャラクターが登場し、

キャラクターの驚きや喜び、

困惑などのつぶやきは児童

目線であるなど、探究意欲が

深まるように工夫されてい

る。 

○ＩＣＴ機器の効果的な活

用例を掲載し、どういう用途

で使用しているかわかるよ

うセリフを入れるなど工夫

されている。上下巻を通して

２人の児童の表現活動など

を例示し、学習が進むにつれ

内容が深まり、成長がわかる

構成がされ、工夫されてい

る。 

○活動意欲を高めるよう、 

教科書の見開き全面に単元

を象徴する写真や挿絵を掲

載するとともに、児童の思い

や願いから始まり、友達同士

の学び合いや情報交換へと

学習が展開するよう工夫さ

れている。 

○学習内容を家庭生活等に

生かせるような写真やイラ

ストはあるが、具体的な手立

てが見られず工夫が弱い。 

○友達同士の学び合いや情

報交換の場面を例示するな

どしているが、ＩＣＴ機器の

活用については、デジタルカ

メラ・電子黒板・タブレット

型端末がわずかに登場する

のみで、個別最適な学びへの

配慮が弱い。 

 

○リアルな写真で意欲を喚

起し、「学び方のヒント」で

深め方が分かるように工夫

されている。小単元ごとに

「ふりかえろう」のコーナー

が設けられ、児童自らが「気

持ち」の面と「工夫したこと」

「気づいたこと」などの両面

から振り返ることで、自身の

学びを確認できるよう工夫

されている。 

○自分らしく学んでいる児

童の姿がユニークな文と絵

で豊富に表現され、様々な思

いや考えがあることへの気

づきを促し、多様性を大切に

して自己肯定感を育むこと

ができるよう、工夫されてい

る。 

○ＩＣＴ機器の活用例やタ

ブレットや電子黒板等を使

い、記録したり情報共有した

りする活用例が具体的に分

かりやすく示されている。別

冊の「ひろがるせいかつじて

ん」では、多様な表現方法を

詳しく紹介し、児童が適切な

表現方法を選択できるよう

工夫されている。 

○単元の導入は、単元扉と

「わくわくタイム」で始ま

り、単元は「わくわく」「い

きいき」「ぐんぐん」の３段

階で構成されている。活動が

ステップアップする際には

ページ右下に、次の活動に向

けての思いや願いを例示し

た「めくり言葉」を掲載する

など、単元を通して学びが連

続的・発展的に深まるよう配

慮されている。 

○「びっくりずかん」などの

資料により、学習や個の必要

に応じた資料を参照したり、

提示したりできるよう工夫

されている。単元のまとめに

「ひろがるきもち」コーナー

を設け、発展的な学びに繋が

るよう工夫されている。 

○生き物の観察やおもちゃ

の動きなどを動画で撮影し

て記録したり見返したりす

る時や、分かったことや考え

たことを発信する時などの

ＩＣＴ機器の有効的な活用

例を示し、工夫されている。 
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【選定の観点４】 

 具体的な活動や体験を通して、自立し、生活を豊かにしていくための資質・能力の育成に向け、身近な生活に関わる見方・考え方を生かした学習活動が展開しやすい

こと。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○学習のめあての記載箇所

が単元ごとに決まった箇所

に統一されており、単元末に

は単元のまとめの活動の様

子が具体的に例示されてい

るため見通しをもって学習

を進めやすい。また、学習活

動を季節のまとまりごとに

色分けして例示されており、

単元ごとに、また季節ごとに

体験と表現のつながりや学

習活動のまとまりを意識し

て学習することができる構

成になっており優れている。 

○「学びをふかめる」のコー

ナーなどで児童の具体的な

学びの姿が示され、学んだこ

とを生かして自分の課題を

解決しやすいようになって

いる。また、子どもの知的好

奇心を高めるために、「かん

さつずかん」などを設け、学

習を深め広げることができ

るよう工夫されている。 

 

○見開きごとに活動内容を

整理し、何をすればよいのか

が分かりやすく示されてお

り、学習の見通しがもちやす

い。また、伝え合いや交流の

場面を設け、気付きを共有

し、さらに次の活動への意欲

につながったり、体験活動と

表現活動が繰り返されたり

する構成となっており、工夫

されている。 

○単元の導入において見開

きで大きな写真や絵を使い、

子どもの興味・関心を引き出

し、思いや願いから主体的に

活動に取り組めるよう工夫

がなされている。また、上巻

の単元末の振り返りでは、自

分の気持ちを顔の表情で表

す「気持ちマーク」を、上巻

の後半・下巻では自分の考え

を書くスペースを設け、振り

返ることで学習から得たこ

とを感じとる活動が用意さ

れており、工夫されている。 

 

○各活動が見開きページで

完結し、単元全体だけでなく

ひとつひとつの活動の見通

しが持ちやすいだけでなく、

各見開き左上には、活動のめ

あてと子どもの思いや願い

をもとにした言葉があり、各

見開き右下には次の学習へ

の、期待感につながる言葉が

掲載されており、学習の見通

しが持ちやすいよう工夫さ

れている。 

○子ども自身が活動への必

然性をもち、自己決定してい

く場が設けられ、子どもの思

いや願いを主にして活動を

進めることができるよう配

慮されている。また、単元の

各所で子どもの学習意欲を

喚起する写真やイラスト、吹

き出しを掲載し、「ものしり

ノート」などの豊富な資料を

用意し、児童が自分で活動を

広げていけるよう工夫され

ている。 

 

○学習を通して引き出した

い力を６つに分類し、学習内

容ごとに特に発揮すると効

果的な力をサイコロマーク

で示すなど、学習の重点事項

を意識できるよう工夫され

ている。また、活動と振り返

りを繰り返し行い、子どもた

ちが自ら活動内容を把握し、

見通しをもって学習に取り

組むことができる構成とな

っており工夫されている。 

○単元のはじめには、「わく

わくスイッチ」のページを設

け、児童の意欲を高めると共

に、学習を進める手立てとし

て「はっけんロード」を設け、

児童の思いが表出しやすい

ようになっている。また、学

習の見通しを立てたり、振り

返ったりしながら、友達との

対話によって考えを広げ・深

める学習活動が繰り返され

ることで、充実した学びとな

るようになっており、優れて

いる。 

○地域性を考慮した教材や、

直接体験を重視した単元の

構成になっていたり、身近な

生活感をもてるよう単元で

の児童のつぶやきが右上に

示されていたり、配慮はされ

ているが、学習の見通しを持

つ工夫が弱い。 

○季節の変化とかかわりの

ある地域の行事などに根差

した人・もの・ことを単元に

設け、自然豊かな地域で、豊

富な動植物や地域の伝統行

事等に関わりながら体験と

表現を重ねることで、活動の

楽しさや満足感につながる

ように工夫されている。 

 

○単元の導入において、自分

とのかかわりやこれまでの

経験で感じた興味・関心を思

い出しながら、活動の見通し

がもてるように構成されて

いる。また、単元が導入・展

開・振り返りの３段階で構成

され、各小単元は活動のめあ

てと子どもの問いから始ま

り、振り返りで次の小単元に

つなげるよう構成されてお

り優れている。 

○身近な学習活動や対象に

繰り返しかかわることで体

験活動が充実するよう配慮

されている他、子どもの自己

決定による体験や主体的な

表現活動につながるよう、学

習を進めるヒントを六角形

のマークの中に示すなどの

工夫がなされている。また、

子どもが豊かな表情で学ん

でいる写真やセリフを多く

掲載し、児童の意欲を高め、

単元末の振り返りでは、活動

中の出来事を「感情」と「思

考・態度」両方の面から確か

められるようになっており、

優れている。 

○単元が「わくわく」「いき

き」「ぐんぐん」の３段階で

構成していることを分かり

やすく可視化している。また

導入に多くのページを使い、

疑問や興味関心を引き出す

ことを重視した単元構成と

なっており、学習の流れが見

通しやすく、優れている。 

○導入、主たる活動、振り返

りの構成で、単元を通して活

動が連続しながら発展し、主

体的に学ぶことができるよ

う工夫されている他、対話に

よって自分の考えを広げた

り深めたりする場面が設定

され、子どもが考える場面が

丁寧に示されている。単元末

の振り返りでは、自らの成長

や学びの深まりを実感でき

るようチェックコーナーが

設けられているなど、成就感

がもてるよう工夫されてい

る。 
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【選定の観点５】 

 生活上必要な習慣や技能を育てることなどが適切に配慮されるとともに、地域の伝統行事等を通じた四季の変化や自分と身近な人々、社会及び動物や植物等の自然と

の関わりに関する教材や活動が適切に取り上げられていること。 
発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○巻末に、学習に必要な知識

や技能を示した「かつどう 

べんりてちょう」と、実物大

の動植物を示した「ほんとう

のおおきさ いきものずか

ん」が設けられ、実生活でも

活用できるよう工夫されて

いる。 

○季節単元では、公共施設や

まちの様子も例示されてお

り、季節の変化によるまちの

人々の様子の変化を視覚的

に捉えやすいうえ、定点から

描写することで、季節ごとの

変化を児童が気付きやすく

する工夫がみられる。また、

季節ごとに地域の祭りや伝

統行事が複数掲載され、日本

の文化のよさや季節の変化

を感じられるように配慮・工

夫されている。 

○巻末に「がくしゅうどうぐ

ばこ」が設けられ、安全に関

すること、公共のルール、道

具の使い方など、学習活動や

実生活において活用できる

技能を身に付けられるよう

工夫されている。 

○秋の色をモノクロとカラー

の写真で対比させて示した

り、地域の人と関わる場面を

写真で具体的に示したりし

て、児童が人々や自然と関わ

り四季を実感できるように工

夫されている。また、季節に

関連した昔遊びや地域の行

事、日本固有の風物詩などを

取り上げ、日本の伝統文化に

愛着がもてるよう配慮・工夫

されている。 

 

 

○巻末の「せいかつか まな

びかたずかん」では、「話す」

「聞く」「書く」「考える」な

どの技能が具体的に示され

ており、実生活において活用

できる技能を身に付けられ

るよう工夫されている。 

○四季の遊びについて、その

季節に出会える素材を使っ

た遊びを中心に掲載した「も

のしりノート」や、同一場面

を季節ごとに比較できるペ

ージが用意されており、自然

の様子や四季の変化に気付

けるよう工夫されている。ま

た、地域の伝統的な行事や季

節の伝統的な遊びなどを例

示し、日本文化や季節の変化

を感じられるよう配慮・工夫

されている。 

○巻末には「学びのポケッ

ト」が掲載され、他教科等と

の関連も意識しながら、学習

を進めていくにあたって必

要な技能を習得・活用できる

よう、工夫されている。 

○「どこに春があるかな」な

どの問いかけがあったり、季

節ごとの定点イラストを掲

載したりして、自然の様子や

四季の変化に気付けるよう

工夫されている。また、夏の

祭りや冬の伝統行事などを

例示し、日本文化や季節の変

化を感じられるよう配慮・工

夫されている。 

 

○学習内容に即して、イラス

トやセリフで、安全面での配

慮事項や挨拶、話し方などが

具体的に示されるなど、工夫

されている。 

○季節ごとの定点イラスト

を見開きで掲載することで、

自然の様子や四季の変化に

気付けるよう工夫されてい

る。「端午の節句」「七夕」「お

月見」「お正月」「節分」「雛

祭り」など、季節の変化と 

かかわりのある地域の行事

を掲載し、行事に込められた

願いや思いに気付くことが

できる構成になっており、工

夫されている。 

 

 

○別冊「ひろがるせいかつじ

てん」では、イラストを用い

て、挨拶や言葉遣い、公共ル

ール、道具の使い方や様々な

遊びなど、学習活動や日常生

活において、活用できる技能

が示されており、工夫されて

いる。 

○「なつとちがうところはど

こだろう。」などに、遊んで

いる表情の豊かな子どもの

写真や季節ごとの定点写真

が掲載されており、自然の様

子や四季の変化に気付ける

よう工夫されている。また、

伝統行事や季節の行事、古く

から伝わる遊びを掲載し、子

どもたちが身近な伝統や文

化に目を向けるきっかけに

なるよう工夫されている。 

○巻末には、「がくしゅうず

かん」が掲載され、安全に関

すること、道具の使い方な

ど、学習活動や実生活におい

て活用できるよう工夫され

ている。 

○校庭や公園の定点イラス

トなどを載せ、自然の様子や

四季の変化に気付けるよう

工夫されている。各季節の行

事や伝統行事・各地の祭りや

旬の食材などを例示し、日本

文化や季節の変化を感じら

れるよう工夫されている。 
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【選定の観点６】 

 単元構成の系統性・発展性に加え、カリキュラム・マネジメントの視点から他教科等や現代的な教育諸課題との関連、また就学前の体験との関連や家庭・地域との連

携について工夫・配慮されていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○他教科等の学習内容や資

質・能力が、「つながる○○」

というコーナーや、単元の各

所にセリフ等で掲載されて

おり、他教科等と関連付けた

学習を進めやすくなってお

り、工夫されている。 

○上巻はじめに、幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿

を絵と文章で示し、合科的・

関連的な学習活動を付帯的

に示すとともに、単元の導入

では幼児期の経験を生かす

活動を例示するなど、幼児期

との接続に配慮している。ま

た、地域や自然にかかわる活

動など、中学年での社会科、

理科、総合的な学習の時間と

の接続についても工夫され、

優れている。 

○スタートカリキュラムの

説明や通学路の安全を確か

める活動を掲載するととも

に、住むまちの探索の単元で

は地域の人との関わる活動

を設け、家庭や地域との連携

への配慮がなされている。 

○単元内で示された児童の

活動例の中で、特に他教科と

の合科的・関連的学習が効果

的な場面には教科名を示し、

生活科と他教科の相互の関

係を意識した学習を進めや

すくなっており、工夫されて

いる。 

○上巻冒頭に、子どもが安心

して学習や学校生活に入り

込めるよう、学校生活の楽し

さや幼児期に慣れ親しんだ

ことをもとにした環境づく

りを示している。 

○町の人を発表会に招待し

たり、家の人と、学習で訪れ

た施設や店を訪れる様子を

示したりし、児童が学習して

いることを家庭や地域の人

と共有する配慮が見られる。 

 

○「話す」「聞く」「書く」と

いった国語的要素を重視し、

巻末の「学び方図かん」で、

作文の書き方などを分かり

やすく示すなど他教科との

関連がとれるよう工夫され

ている。 

○上巻冒頭では、小学校への

不安を解消し、小学校が安心

できる場所と分かるページ

や、幼児期の経験や活動を繰

り返す場面が用意されてい

る。また、下巻では、生き物

やおもちゃ等の単元で中学

年以降の学習の素地を養う

ことができるよう、「理科へ

のまど」といった発展的な活

動が示されたり、終盤では３

年生から始まる教科等を紹

介したりするなど、就学前の

経験や他学年との連携に配

慮・工夫がされている。 

○身近な公園や公共物、地域

のお店や人々とかかわる活

動を取り入れ、身近な人々へ

の視点の広がりを意識した

展開となっている。生活科の

○巻末の「学びのポケット」

では、生活科において身に付

けた資質・能力を他教科でも

活用できるよう提示すると

ともに、他教科等との関連を

アイコンで示すなど他教科

等との関連が分かりやすく

示されており、優れている。 

○上巻巻頭では「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」

とそれに相当する小学生の

姿を同じページに写真で示

すことで、幼児期の学びが 

小学校でも活かされるよう

工夫されている。また、下巻

では３年生の学習を見に行

く活動を設定し、理科や社会

科の学習を紹介するなど中

学年との接続に配慮されて

いる。 

○目次のページに生活科で

育てたい資質・能力などにつ

いて保護者へメッセージが

掲載されている。また多様な

家庭環境に配慮した活動内

容が設定されるとともに、単

元末には、家の人との交流を

○ＩＣＴ機器を利用した活

動場面を例示するなど工夫

されているが、他教科との関

連を意識させる工夫は少な

い。 

○入学前の児童の発達の特

徴を考慮し、上巻冒頭には、

新しい環境に少しずつ馴染

みながら遊んだり学んだり

し、スムーズに学校生活へ入

れるよう、写真や吹き出し等

で示すなど、工夫されてい

る。 

○地域の慣習や行事に目を

向けた活動や資料を豊富に

掲載し、地域に密着した人・

もの・ことを取り入れ、ふる

さとへの愛着を深められる

よう意識されている。生活科

の意義や各単元での育成し

たい資質・能力が伝わるよ

う、保護者に向けての文章を

巻頭に掲載している。 

 

○生活科と各教科等で育て

たい資質・能力という視点か

ら、他教科等との合科的・関

連的な学習のヒントを活動

の中に示したり、他教科との

合科的・関連的な指導の具体

例を示したりするなど、工夫

されている。 

○上巻冒頭に、家庭との連携

も意識した「いちねんせいが

はじまるよ」を設け、子ども

が安心し、自信をもって学校

生活を始められるよう、配慮

されており、幼児期の終わり

までに育ってほしい姿を絵

で示し、「どんなことができ

るかな」と問いかけて、児童

の育ちを見取るように配慮

している。また、校区地図の

活用やおもちゃ作りなど、中

学年以降の理科や社会科な

どの学習に結び付けられる

単元・活動も設定しており、

工夫されている。 

○生活科の意義や各単元で

の育成したい資質・能力が伝

わるよう、単元の導入場面

○表現する場面などにおい

て各教科等の学習で育成を

目指す資質・能力も意識した

学習活動の充実を図る工夫

が見られ、他教科等との関連

がある活動には合科的・関連

的な学習活動を示すマーク

を付すなど、工夫されてい

る。 

○幼児期の学びから、各教科

の学習に円滑に移行できる

よう、生活科を中心とした合

科的・関連的な学習活動の事

例が豊富に掲載され、児童が

安心感をもって学習できる

よう工夫されている。上巻冒

頭の「すたあとぶっく」は幼

児教育施設の職員と小学校

教員の共同制作で、双方の視

点を取り入れ、連携を意識し

ている。下巻の巻末「ステッ

プブック」では振り返る活動

とともに３年生での学習活

動を明示するなど、中学年以

降の学びの配慮がなされて

おり、優れている。 

○多様な家庭環境に配慮し
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また、生活科の意義が伝わる

ように、「小さな気付きを大

きな未来に」と保護者に向け

ての文章を背表紙に掲載し

ている。 

 

意義や各単元での育成した

い資質・能力が伝わるよう、

保護者に向けての文章を巻

末に掲載している。 

 

うながす「つたえたいな」が

設定されており、工夫されて

いる。 

で、「保護者の皆様へ」とし

て、単元目標を示し、家庭と

イメージを共有できるよう、

よく工夫されている。単元の

終わりには、学んだことを家

庭で話したり、日常生活でも

継続したりできるよう示さ

れている。また、地域にかか

わる単元や地域の慣習や行

事に目を向けた活動や資料

を豊富に掲載し、優れてい

る。 

た活動内容が設定されてい

る。また生活科の意義が伝わ

るよう、保護者に向けての文

章を巻末に掲載するととも

に、「おうちで もっと せ

いかつか」では、長期休業中

などに家庭でできる生活科

の学習例を保護者へ示し、生

活科の意義が伝わるように

工夫されている。 
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【選定の観点７】 

 基本的人権の尊重及び道徳性の育成の視点に立った内容が積極的に取り上げられ、人権教育や道徳教育の推進に向けて工夫や配慮がされていること。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。

また、登場する児童や地域の

人、家族の人数や役割は性別

に偏り等のないように配慮

されている。 

○単元各所右上の「やくそ

く」や各巻巻末の「かつどう

べんりてちょう」において、

マナーやルールなどを示す

とともに、生命の尊さに気付

く活動、あいさつや言葉遣い

など生活上必要な習慣に関

する資料を掲載するなど、道

徳的視点について配慮でき

るよう工夫されている。 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。

また、登場する児童や地域の

人、家族の人数や役割は性別

に偏り等のないように配慮

されている。 

○各巻巻末の「がくしゅうど

うぐばこ」において、児童が

マナーやルールなどについ

て意識できるよう工夫され

ている。 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。

また、登場する児童や地域の

人、家族の人数や役割は性別

に偏り等のないように配慮

されている。 

○単元各所の「やくそく」に

おいて、「どうしてかな」と

ルールやマナーについて考

えられるよう工夫されてお

り「ありがとう」という感謝

の気持ちを伝えることや、４

人の登場人物同士がお互い

を認め、励ます声かけを示す

など、他者や自然を大切に

し、他者を思いやる心を育む

ことができるような構成と

なっており、優れている。 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。 

○「学びのポケット」やコラ

ムなどでマナーやルールな

どを適宜取上げるとともに、

ＩＣＴ機器を使用する際の

注意や約束についても記載

している。 

 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。 

○地域に生まれ育つ児童が

四季を通してその場所に関

わったり、動植物と継続的に

かかわったりする場面を多

く設定し、郷土愛や生命尊重

などの道徳的視点について

配慮できるよう工夫されて

いる。 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。 

○すべての単元において気

付きや思考とともに、学習を

通して「感じたこと」や「気

持ち」の面から学習を振り返

る活動を積み重ねることで、

道徳的視点について児童が

自然に意識できるよう工夫

されている。また、「こんな

こともあるかもね」のコラム

等で、多様な考え方・感じ方

を示し、他者の尊重や自己肯

定感の育成など、道徳科との

連携も意識されており、優れ

ている。 

 

 

○学級に外国にルーツをも

つ児童や車いすの児童を登

場させ、街なかや公園の挿絵

などでは、多様な人々を登場

させ、自分の生活と結びつけ

られるよう配慮されている。

また、登場する児童や地域の

人、家族の人数や役割は性別

に偏り等のないように配慮

されている。 

○挨拶やマナーなど、道徳的

視点が適切に取り扱えるよ

う「こんなときどうしよう」

のコーナーや「がくしゅうず

かん」に資料が設けられてい

る。また、ＩＣＴ機器を活用

する際に必要となる情報モ

ラルについて学ぶことがで

きるコーナーや資料が設け

られている。 
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【選定の観点８】 

表記や表現について、文章や写真、図表等が適切かつ正確で使いやすいことに加え、ユニバーサルデザインの観点から文字の大きさ、見えやすい色の使用及び紙面の構

成等について配慮がなされており、造本についても装丁や編集が適切なものであること。また、再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮がなされている

こと。 

発行者名 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 １１ 学校図書 １７ 教育出版 ２６ 信州教育出版 ３８ 光村図書 ６１ 啓林館 

○小単元名やマークなどを

定位置に配置し、読みやすく

している。学習活動は、四季

を表す色の背景に白抜きの

文字、その下に子どもの思い

や願いなどは黒色の文字で

表し、区別がしやすいよう工

夫されている。 

○ＵＤフォントを使用、文節

で改行・分かち書きを使用、

上巻はひらがなのみ、下巻は

漢字にふりがなを付すなど

工夫がされている。紙面は落

ち着いた淡い色調で統一し

ている。 

○紙面がＡ４版で見やすく、

掲載内容を厳選・自社開発の

軽量用紙を使用し、軽量化し

ている。スタートカリキュラ

ムページなど用紙の幅や大

きさを変え、分かりやすいよ

う配慮・工夫されている。 

○再生紙・植物油インキを使

用し、環境配慮基準を満たす

「グリーンプリンティング

設定工場」で印刷している。 

○学習活動や子どもの言葉の

文字が大きく、他の文字との

差別化がされ、認識しやすい。

１つの活動の例示を見開きで

構成し、小単元名、本文、吹

き出しの活用や写真・イラス

トなどをバランスよく配置し

ている。 

○ＵＤフォント・教科書体を

使用、大きさや分量、文節改

行、配色に配慮している。上

巻（３学期以降）で漢字にル

ビを付し、片仮名は２学期終

わりまでルビを付すなど、工

夫されている。 

○表紙は丈夫で汚れにくい

加工を施し、長期の使用に十

分耐える造本となっている。

奥までよく開くことができ

るよう綴じ方にも配慮・工夫

されている。 

○環境に配慮した目に優し

い紙や植物油インキを使い、

環境に配慮している。 

○原則、ひとつの活動が見開

きで構成され、見出しやカー

ドの位置を定位置に配置し、

分かりやすく工夫している。 

○ＵＤフォントを使用し、専

門家指導のもと見やすくわ

かりやすい配色がされてい

る。上巻と下巻で本文の大き

さが変えられ、文節改行、漢

字のルビは児童の学習進度

に合わせてふられており、工

夫されている。 

○Ａ４変形版で軽量化にも

配慮し、表紙は汚れや濡れに

強いコーティングを施し、堅

牢さを堅持しながら開きや

すく、のどの部分も見やすく

製本するなど工夫されてい

る。 

○環境に配慮した紙や植物

油インキを使い、環境に配慮

している。 

 

○文字やイラストどうしが

重ならないように配慮し、具

体的で簡潔な言葉で表現す

ことで適切な文字量になっ

ている。図解や動植物のイラ

ストは、正確なタッチで表現

され、工夫されている。 

○ＵＤフォントを使用、上巻

（２学期以降）下巻とも配当

学年の漢字（ルビ付）と片仮

名で表記されている。ＣＵＤ

マークを取得、色覚の特性に

十分配慮されている。 

○Ａ４版で、表紙には抗菌加

工と汚れ等に強いコーティ

ングを施し、堅牢な造本とな

っている。 

○裏映りしない軽い再生紙、

植物油インキを使用し、地球

環境への負荷軽減に配慮さ

れている。 

 

○臨場感あふれる写真と細

部まで細かく描かれたイラ

ストが大きく見開きで表さ

れ、児童の興味をひく工夫が

されている。 

○ＣＵＤを採用し、全体的に

落ち着いた色調で、必要な情

報が伝わるよう配慮されて

いる。 

○ＡＢ版・右綴じ縦書きで、

大きく開けられるページは、

開きやすいよう紙面の幅を

変える配慮・工夫がされてい

る。 

○再生紙、植物油インキを使

用し、環境に配慮している。 

 

○活動を左ページに縦書き、

子どもの思いや願いを左ペ

ージ上部に横書きに固定で

配置し、分かりやすくしてい

る。写真等にふきだしが重な

る際は色や影をつけ、見やす

くなるよう工夫されている。 

○特支教育及びユニバーサ

ルデザインの専門家の校閲

を受け、読みやすいよう配慮

されている。文字数や字間を

調整し、全体的に挿絵の世界

観に合わせたやさしい色調

を使用しながら明確に識別

できる配色がされ、工夫され

ている。 

○表紙と上巻資料「きせつの

なかまたち」は、防水効果が

あって汚れにくい撥水コー

ティング加工が施されてお

り、製本は堅牢である。 

○環境に負荷の少ない用紙

を使用、エコマーク認定の植

物油インキで印刷し、環境に

配慮している。 

○学習活動などの見出しが

ページの同じあたりに配置

され、学習を進めていく際、

ページをめくっても追って

いきやすいよう工夫されて

いる。 

○ＵＤフォント、紙面の内容

が判別しやすい配色とデザ

インを採用、特支教育専門家

による監修のもと、文字の大

きさや量・配色・デザイン・

レイアウト等、工夫されてい

る。 

○取扱やすいＡＢ版で開き

やすく紙面が広く見える造

本、表紙は汚れや濡れに強い

加工が施されている。巻頭の

「すたあとぶっく」は小寸サ

イズで下の角が丸く加工さ

れ、親しみやすい。 

○軽くて印刷が鮮明な再生

紙や植物油インキを使用し、

環境やアレルギーに配慮さ

れている。 

※ＵＤフォント：ユニバーサル・デザインフォント、ＣＵＤ：カラー・ユニバーサル・デザイン 
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